
2007年度から新入社員約300人に
対して、毎年計7日間の新入社員研
修サービス「ＳＥ基本スキル研修」
を提供している。
内容は、２日間の講義と５日間の提
案演習で構成される。
前半の講義は、IT業界におけるサー
ビスビジネス全体の流れと、SEに求
められる役割を理解し、自社の収益
確保と顧客満足度を両立させるタフ
なビジネスマインドを身につけるた
めに行われる。
後半の提案演習では、実在する企業
をモデルとして、提案書を作成する。
そして、最終日にコンペ形式のプレ
ゼンテーションを実施することで、
ビジネス獲得の方法を体感するとと
もに、高い競争意識を身につけるこ
とを目的としている。

お客様紹介

会社概要：
NECグループにおけるソフト

ウェア事業の中核企業として、
ICT戦略の策定から、開発、

導入・運用、アウトソーシング
に至るあらゆるサービスを多
数のお客様に提供しています。
最先端の技術と知識の集積、
国内トップレベルの品質、お
客様の新たな価値創造の追
求によって、世の中のあらゆ
るシーンで活躍する技術を支
えています。

システム開発の第一線で活躍中の講師に、現場
で扱った実在のケースを、現場の臨場感を再現
して教育。新入社員が現場を「体験」できる。
「体験」することが重要だと考える育成方針に
沿ったプログラム。

２. ＮＥＣソフトの育成方針

１.提供したサービス

■「技術だけでなく人間的に成長し
て欲しい」
SIやシステム開発の業界は、「人」
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しかないと考えている。人が戦力に
ならないと会社が成長しない。活躍
できる人財は技術力と人間力のバラ
ンスが重要であり、人間として活躍
できる人財に育てていきたい。
近年、ITに関しては、インドや中国、
アジアが台頭しつつあるが、そこに
負けていては日本の未来は明るくな
い。技術力と人間力で、世界に負け
ない人財を育てていきたいと考えて
いる。

■「現場に近い体験を」
当社の新入社員研修では、「現場に
近い体験」を重要なコンセプトとし
て位置付けており、その一環として、
「ジョブシミュレーション」を行
なっている。「ジョブシミュレー
ション」とは、本物の現場を疑似体
験させる研修プログラムである。こ
れにより、座学や格好だけのシミュ
レーション学習では得られない、一
連の流れとしてのビジネススキルを、
部門に関係なく身につけることがで
き、実践に生かすことができる。そ
のため、ソルパックに依頼する以前
から、コンペ形式の提案演習は実施
していた。

NECソフト株式会社

ＩＴトレーニングセンター センター長
福嶋 義弘 氏

NECソフト株式会社

ＩＴトレーニングセンター センター長 福嶋義弘氏
ＩＴトレーニングセンター グループマネージャー 小々馬恵氏
ＩＴトレーニングセンター リーダー 志田智宏氏
ＩＴトレーニングセンター 宮下克士氏
長時間にわたるインタビューにご協力して頂き、ありがとうござい
ました。



■「現場との乖離」という問題
以前は新入社員研修を別の企業に依
頼していたが、複数年続けていく中
で、いくつかの問題点が浮かび上
がってきた。
特に大きな問題だったのは、「現場
との乖離」であった。以前に依頼し
ていた企業はSIの経験がなく、講師
自身にもSEの経験がなかった。それ
もあってか、「現場に近い体験」と
いうコンセプトからのズレが深刻に
なりつつあった。
たとえば、研修成果を評価するため、
研修の最後にお客様を想定してコン
ペ形式で提案書をプレゼンテーショ
ンする発表会があるのだが、そこで、
常識的に考えたらありえない提案や
ショーアップされたパフォーマンス
が含まれるようになっていた。そう
いったプレゼンテーションを目の当
たりにした時、明らかに、我々の求
めているものと違うということを実
感した。
そこで、「緊張感のある臨場感あふ
れるコースにしたい」という思いか
ら、依頼先を切り替える決断をした。

３．導入の背景
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■現場に基づいたコンサルティング
と、信頼感
きっかけは、当社の各事業部向けに、
ソルパックの藤田社長が講演を実施
しているのを耳にしたこと。ソル
パックにはSIの相当な実力が備わっ
ていることを確信し、新入社員研修
の提案をお願いした。
コンペには4社が参加したが、他の3
社は基本的にコンサルティング事業
が中心で、コンサルティングから開
発まで実施している企業はソルパッ
クだけだった。ソルパックはSIを真
に理解しており、当社の事業活動の
進め方をいちばんよく理解していた
点を評価した。
さらに費用対効果が最も高いと感じ
た。新入社員教育はボリュームがあ
るので費用面も重要だが、効果と費
用を照らし合わせたときに、最も合
理的な判断だったと考えている。
そして、営業担当者への信頼感がさ
らなる高評価につながった。一生懸
命営業に通ってこられ、熱意のある
提案と立派なプレゼンテーションが
印象的で、最後は人間性を評価した。
「ここにお願いすれば、大丈夫だ」
という安心感、信頼感があった。

４．導入の効果、ソルパック活用のメリット

今までのマナー研修や、ヒアリング、
プレゼンテーションなどスキルに特
化した研修では、あくまでも教室内
での積み上げであって「実際の現場
の中で、どうやってそれを活用して
いくか？」を理解させられなかった。
ロールプレイを通して、お客様のも
とに行き、ヒアリングから提案まで
のステップを実際に再現することで、
「名刺交換」「ヒアリング」「プレ
ゼンテーション技術」などのスキル
と、それをどのように活用するのか
がわかる。ロールプレイのおかげで、
「スキル」と「実践」が結びつく教
育になっている。
テキストも、現場の人が読んでも参
考になるレベルまでクオリティを高
めている。
「テキストについては、ソルパック
が蓄積してきたノウハウがまとめら
れており、新入社員が職場で読み返
す辞書的な役割も担っている。」と
いう評価があり、配属した後にも読
めるようになっている。現場の先輩
が読んでも「おっ」と驚くような内
容に仕上がっている。テキストは当
社に合わせてカスタマイズし、かな
りレビューも行っている。さらに、
毎年改定も行い、良いテキストに
なってきている。

ソルパックの講師は全て現役の営業、
ＳＥであり、システム開発の第一線
で活躍しており、その経験が「現
場」の再現に役立っている。また、
IBMの出身者が多く、SIの経験とノ
ウハウを豊富に持っている講師は非
常に頼りがいがある。
さらに、講師としての厳しさも、
「現場に近い体験」の再現に一役
買っている。妥協せず、厳しく接す
ることで、受講生をビジネスで通用
するレベルに引き上げようとしてい
る。「ソルパックの講師は、一律厳
しい感じでやってもらえている」
新入社員教育だけで全てが身に付く
とは考えてなく、むしろ、「体験」
することが重要だと考える育成方針
に沿ったプログラムとなった。

ソルパックの研修は、提案からデリ
バリーを含めたITサービスビジネス
全体の流れがわかる教育になってい
る。
新入社員は、実体験として、お客様
の話を聞いて、何かを実現するため
にビジネスプランを提案するという
経験をしたことがない。さらに、開
発に配属されてしまえば、開発や
コーディングだけに精通してしまう。
しかし、ビジネスを拡大していくた
めには、提案活動がすべてのスター
トだということを知ることは非常に
大切で、新入社員がそこを理解して
いるかどうかで大きな差がでてくる。
ソルパックの新入社員研修は、上流
工程の教育でありながら、すべての
工程を意識した教育になっている点
が評価できる。講師が現場の第一線
で活躍しているため、「SEとしての
マインドを意識させる教育」も評価
が高かった。また、「現場に近い体
験」を実現するためのロールプレイ
も効果を発揮した。

Point1.「現場」の経験に基づい
た実践力を教えられる講師陣

Point2.充実したプログラム内容

NECソフト株式会社

ＩＴトレーニングセンター
リーダー
志田 智宏 氏



４．導入の効果（つづき）

株式会社ソルパック
本社〒106-0032
東京都港区六本木2-4-5 第30興和ビル4階
TEL 03-3585-4616(代表)
http://www.solpac.co.jp

© Copyright 2008 SOLPAC Co.,Ltd All Rights Reserved.

５．今後の期待

たとえば、ロールプレイの時。研修
の中には、講師がお客様や上司に扮
して厳しく接するといった場面も見
られる。このような場面を通じて、
お客様と接するときの緊張の度合い
とか、怒鳴られることもあるのだな
とか、そういった現場感覚を体感す
ることが、この研修をより価値の高
いものにしている。
たとえば、提案プレゼンテーション
の時。プレゼンテーションに当社の
パッケージ名が出てきている。当社
のサービス、パッケージまで調べあ
げて、提案に取り込んでいることが
新鮮で、印象的だった。
新入社員研修の段階で、当社のサー
ビスやパッケージを全体的に触れる
機会は、会社全体を理解するきっか
けになり、予想していなかった効果
だが、かなりメリットがあったと思
う。

提案演習の際に、架空のお客様では
なく、ソルパックが実際に提案を行
い、現在でも運用、サポートしてい
る実存の会社をモデルケースとして
取り扱えることが臨場感を高めてい
る。
実在するお客様だから、ソルパック
が実際に提案したこともあり、内容
が非常に具体的で、さまざまなノウ
ハウや経験が詰まっている。
新入社員も、もちろん社名は伏せら
れているものの実際のケースを想定
して提案内容を作ることで、「現場
に近い形で演習できたことがよかっ
た。」というコメントがアンケート
の多くに寄せられている。

ソルパックには、今後も短期間での
高密度なジョブシミュレーションの
実践にご協力いただきたい。客に成
り切ってできるだけ厳しく接して欲
しいし、欲を言えばコスト意識の植
え付けにもご協力いただきたいです
ね。
また、新入社員間のコミュニケー
ションを深め、難しい課題をチーム
として乗り越えながら、もがいても
らうといったテーマも検討しており、
ソルパックにも一緒にご協力してい
ただきたいと考えています。

新入社員は、各部署に配属されてし
まうと、自分の部署以外のサービス
やパッケージに触れる機会が減って
しまう。そういった中で、上流の提
案から開発、運用までのITのすべて
の工程を理解した上で、会社の全体
像を自ら調べて見ることは価値があ
る。
プレゼンテーションの時には、各
チームのプレゼンテーションを評価
し順位をつけるのだが、自分たちの
プレゼンテーションのどこが悪かっ
たのかを聞くために講師に詰め寄る
チームも少なからず見られた。その
光景からも、受講者がどれだけ思い
を込めて、真剣に提案を作っている
かわかる。
実際に研修を受けた受講生も手応え
を感じたようだ。「会社に入るまで
はITの全体像なんて、あまりイメー
ジできなかった。実際、研修を受け
てみて、システム開発の全体の流れ
がわかり、イメージを持てるように
なった点が非常に大きい。すごく良
い経験だった。」（ＩＴトレーニン
グ宮下氏（２００８年度入社））
例年、当社側で、受講生に対して実
施しているアンケート結果を他の研
修と比較して見ても、ソルパック研
修の評価は高く、目に見える形で良
い結果が出ている。
昨年度の最終日のこと、新入社員の
一人が我々のスタッフに対して、
「新入社員全員で講師の皆さんにお
礼を言いたい」という申し入れが
あった。以後、全員が一堂に会する
最終発表会は、講師の皆さんに対す
る新入社員全員の「ありがとうござ
いました」という挨拶と講師の退場
を拍手で見送ることで締めくくって
いる。
数日間のイベントだが、講師側の熱
い思いとそれに動かされた新入社員
との交流が生まれた場面であった。

NECソフト株式会社

ＩＴトレーニングセンター
（2008年度ソルパック新入社員

研修受講者）
宮下 克士 氏

Point3.「実在企業をケースとし
て扱える」

■Point4.受講者を主体的にする
「体験」


